
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 新春号 

1.1 
平成３１年 

笹川むもん氏作 



                                      

      

①
政
友
み
ら
い 

②
植
野
町
２
１
３
８-

１
１ 

③(

24)

２
８
４
０

 

④
昨
年
は
、
栃
木
県
市
議
会
議
長
会

の
会
長
市
で
あ
る
佐
野
市
か
ら
提
出

し
た
国
土
強
靭
化
計
画
策
定
の
推
進

に
関
す
る
議
案
が
、
関
東
市
議
会
議

長
会
で
の
採
択
を
経
て
、
全
国
市
議

会
議
長
会
に
お
い
て
採
択
さ
れ
、
政

府
な
ら
び
に
国
会
へ
の
要
望
事
項
と

し
て
盛
り
込
ま
れ
ま
し
た
。 

今
年
度
も
議
会
か
ら
全
国
に
向
け

て
佐
野
市
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
と
同
時

に
、
議
会
基
本
条
例
、
市
議
会
議
員

政
治
倫
理
条
例
の
制
定
を
目
指
し
、

開
か
れ
た
魅
力
あ
る
議
会
の
実
現
の

た
め
、
引
き
続
き
議
会
改
革
を
積
極

的
に
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

      

①
公
明
党
議
員
会 

②
大
橋
町
３
１
７
３-

５ 

③(

23)

２
１
０
０ 

④
人
口
減
少
社
会
を
迎
え
、
暮
ら
し

や
す
さ
と
持
続
可
能
な
都
市
づ
く
り

が
大
変
重
要
で
す
。
今
年
も
ク
リ
ケ

ッ
ト
タ
ウ
ン
佐
野
を
推
進
し
、
天
明

鋳
物
等
の
本
市
特
有
の
資
源
を
活
か

し
て
都
市
ブ
ラ
ン
ド
化
を
図
る
と
と

も
に
、
地
域
経
済
の
発
展
、
交
流
人

口
と
定
住
人
口
の
増
加
を
目
指
し
て

ま
い
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
国

道

50
号
沿
線
等
の
開
発
が
欠
か
せ
ま

せ
ん
。 

更
に
、
医
療
・
福
祉
の
充
実
、
活

力

あ

る

ま

ち

づ

く

り

の

推

進

や

安

全
・
安
心
の
ま
ち
づ
く
り
の
実
現
に

全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。 

議 会 か ら こ ん に ち は  2 0 1 9. 1 . 1  ②  

議長 

井川  克彦  

副議長 

本郷  淳一  

①
所
属
会
派 

②
住
所 

③
自
宅
電
話
番
号 

④
今
年
の
抱
負 



      

①
政
友
み
ら
い 

②
下
羽
田
町
１
０
２
５ 

③(

23)

８
６
６
２ 

④
佐
野
市
で
も
地
方
創
生
の
取
り
組

み
が
進
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
特
に
、

人
口
減
少
問
題
の
改
善
が
喫
緊
の
課

題
で
あ
り
、
い
か
に
人
口
減
少
に
歯

止
め
を
か
け
る
か
が
重
要
と
な
っ
て

い
ま
す
。
少
子
高
齢
化
の
課
題
改
善

と
し
て
、
高
齢
者
の
福
祉
の
充
実
、

働
き
な
が
ら
安
心
し
て
子
育
て
が
で

き
る
環
境
整
備
な
ど
を
推
進
し
ま
す
。 

そ

し

て

、
「

笑

顔

あ

ふ

れ

る

佐

野

市
」
を
目
指
し
、
皆
さ
ま
の
想
い
・

声
を
議
会
の
場
で
訴
え
実
現
で
き
る

よ
う
、
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
と

思
い
ま
す
。 

 

      

①
政
友
み
ら
い 

②
関
川
町
９
０
６-

２
９ 

③(

24)

６
５
７
８ 

④
地
方
創
生
の
時
代
を
迎
え
、
自
立

可
能
な
自
治
体
経
営
が
求
め
ら
れ
て

い
る
中
、
魅
力
あ
る
佐
野
市
に
す
る

た
め
に
定
住
促
進
に
向
け
て
全
力
で

活
動
し
ま
す
。
ま
た
、
全
国
各
地
で

大

規

模

災

害

が

発

生

し

、
「

安

全

・

安
心
」
に
対
す
る
意
識
が
一
層
高
ま

る
中
、
自
然
災
害
や
悪
質
な
犯
罪
な

ど

か

ら

市

民

を

守

る

「

安

全

・

安

心
」
な
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。
併
せ
て
私
の
ラ
イ
フ

ワ
ー
ク
で
あ
る
教
育
問
題
、
教
育
環

境
の
充
実
と
明
日
を
担
う
子
ど
も
た

ち
や
人
材
の
育
成
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。 

      

①
公
明
党
議
員
会 

②
堀
米
町
１
１
０-

５ 

③(

21)

５
６
０
３ 

④
「
世
界
中
の
誰
一
人
取
り
残
さ
れ

な
い
」
包
括
的
な
社
会
を
目
指
す
、

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
（
エ
ス
デ
ィ
ー
ジ
ー
ズ
）

の
理
念
に
深
く
共
鳴
し
、
佐
野
市
に

お

け

る

「

持

続

可

能

な

ま

ち

づ

く

り
」
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

具
体
的
に
は
、
森
林
の
適
正
管
理

に
よ
る
環
境
保
護
と
林
業
の
成
長
産

業
化
、
認
知
症
予
防
の
取
り
組
み
、

障
が
い
の
有
無
や
ひ
き
こ
も
り
の
状

態
に
か
か
わ
ら
ず
、
誰
も
が
認
め
合

い
支
え
合
え
る
安
心
の
居
場
所
づ
く

り
、
そ
し
て
、
防
災
士
を
リ
ー
ダ
ー

と
し
た
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

な
ど
で
す
。 

慶野  常夫  

川嶋  嘉一  

菅原  達  

議 会 か ら こ ん に ち は  2 0 1 9. 1 . 1  ③  



      

①
公
明
党
議
員
会 

②
閑
馬
町
１
０
０
１ 

③(

65)

１
７
２
９ 

④
急
速
な
進
行
の
様
相
を
み
せ
る
人

口
減
少
や
少
子
高
齢
化
の
影
響
に
よ

り
、
医
療
・
福
祉
の
充
実
や
、
子
育

て
・
保
育
・
教
育
環
境
の
充
実
、
そ

し
て
、
安
全
・
安
心
な
住
環
境
の
整

備
等
の
変
革
の
必
要
性
が
高
ま
っ
て

き
て
お
り
ま
す
。 

私
は
、
市
民
生
活
の
更
な
る
向
上

を
図
る
た
め
に
、
皆
様
お
一
人
お
一

人
の
「
声
」
を
市
政
に
お
届
け
し
、

佐
野
市
の
良
き
次
代
を
築
く
た
め
、

「
現
場
第
一
主
義
」
の
モ
ッ
ト
ー
を

掲
げ
て
、
直
面
す
る
喫
緊
の
課
題
に

全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
る
所
存
で

あ
り
ま
す
。 

      

①
新
風 

②
浅
沼
町
８
３
１-

１ 

③(

21)

２
８
４
２ 

④
昨
年
は
国
際
ク
リ
ケ
ッ
ト
場
の
完

成
や
田
村
耕
一
生
誕

100
周
年
イ
ベ
ン

ト
等
の
明
る
い
話
題
が
佐
野
市
に
賑

わ
い
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
し
か
し
、

ま
だ
ま
だ
地
方
都
市
に
は
厳
し
い
環

境
が
続
き
ま
す
。
特
に
、
子
ど
も
の

貧
困
や
障
が
い
児
の
生
活
環
境
に
は

地
域
の
協
力
が
必
要
と
な
っ
て
き
ま

す
。
ま
た
、
健
康
寿
命
、
平
均
寿
命

を
伸
ば
せ
る
よ
う
な
積
極
的
な
取
り

組
み
も
必
要
で
す
。 

今
年
も
よ
り
一
層
皆
様
と
力
を
合

わ
せ
、
誰
も
が
心
豊
か
に
暮
ら
せ
る

明
る
い
地
域
を
目
指
し
て
頑
張
っ
て

ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。 

      

①
会
派
に
属
さ
な
い
議
員 

②
天
神
町
７
２
０ 

③(

23)

３
９
１
１ 

④
少
子
高
齢
化
に
よ
る
人
口
減
少
社

会
、
そ
し
て
、
労
働
人
口
不
足
、
世

帯
収
入
の
減
少
に
よ
る
共
働
き
世
帯

は
増
加
傾
向
に
あ
り
、
継
続
し
て
取

り
組
む
課
題
で
す
。
交
流
拠
点
都
市

を
標
榜
す
る
佐
野
市
と
し
て
、
Ｉ
Ｃ

Ｔ
も
積
極
的
に
活
用
し
、
長
所
を
全

国
、
全
世
界
に
情
報
発
信
し
、
交
流

人
口
の
増
加
を
目
指
し
ま
す
。
併
せ

て
、
雇
用
の
安
定
、
子
育
て
・
教
育
、

公
共
交
通
福
祉
を
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ

プ
す
る
こ
と
で
、
定
住
人
口
を
増
や

し
、
住
み
よ
い
楽
し
さ
あ
ふ
れ
る
ま

ち
づ
く
り
に
取
り
組
み
、
課
題
解
決

に
努
め
ま
す
。 

木村  久雄  

横井  帝之  

議 会 か ら こ ん に ち は  2 0 1 9. 1 . 1  ④  

早川  貴光  



      

①
会
派
に
属
さ
な
い
議
員 

②
出
流
原
町
２
１
２
０ 

③(

25)

０
４
１
０ 

④
昨
年
は
、
日
本
一
の
暑
さ
と
な
っ

た
佐
野
市
。
異
常
気
象
に
よ
り
全
国

的
に
も
災
害
が
多
発
し
ま
し
た
。
安

心
・
安
全
の
生
活
が
何
よ
り
の
基
礎
。

心
の
備
え
と
と
も
に
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
等
の
情
報
共
有
、
自
主
防
災
組
織

の
運
営
維
持
な
ど
に
努
め
な
く
て
は

な
り
ま
せ
ん
。 

今
年
は
、
平
成
か
ら
新
し
い
元
号

に
。
日
本
女
性
会
議
が
佐
野
市
へ
。

佐
野
市
が
広
角
的
な
視
野
を
も
っ
て

力
を
つ
け
る
年
で
あ
り
ま
す
。
市
民

の
皆
さ
ん
一
人
一
人
が
輝
き
、
ま
す

ま
す
「
美
し
い
ま
ち
佐
野
市
」
と
な

り
ま
す
よ
う
に
邁
進
い
た
し
ま
す
。 

      

①
会
派
に
属
さ
な
い
議
員 

②
高
萩
町
１
２
０
６-

６ 

③(

22)

２
２
３
９ 

④
少
子
高
齢
化
の
波
が
顕
著
に
現
わ

れ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
出
生
数
は
、

３
年
連
続

100
万
人
を
割
り
込
む
こ
と

が
懸
念
さ
れ
、
ま
た
、
栃
木
県
の
新

成
人
は
、
２
万
人
台
を
か
ろ
う
じ
て

保
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
人

口
減
少
問
題
は
、
近
未
来
の
日
本
経

済
の
停
滞
を
招
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

こ
の
こ
と
は
、
子
育
て
や
母
親
支
援

な
ど
の
事
業
を
お
ろ
そ
か
に
し
た
ツ

ケ
が
回
っ
て
き
た
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

佐
野
市
の
発
展
を
考
慮
し
た
場
合
、

よ
り
一
層
の
子
育
て
支
援
事
業
を
積

極
的
に
推
進
す
る
よ
う
活
動
し
て
ま

い
り
ま
す
。 

      

①
政
友
み
ら
い 

②
船
越
町
１
７
１
８-

１ 

③(

62)

３
２
６
２ 

④
昨
年
度
は
、
西
日
本
豪
雨
、
土
砂

崩
れ
や
巨
大
台
風
が
日
本
列
島
に
６

個
上
陸
、
北
海
道
胆
振
東
部
地
震
な

ど
の
大
き
な
被
害
が
発
生
し
て
お
り

ま
す
。
同
地
方
被
害
が
深
刻
化
し
て

お
り
、
復
興
途
上
に
あ
る
中
で
大
変

な
ご
苦
労
、
ご
心
痛
を
お
察
し
申
し

上
げ
ま
す
。 

私
た
ち
の
住
む
佐
野
市
に
お
い
て

も
、

50
年
・

100
年
に
一
度
の
予
期
せ

ぬ
災
害
が
い
つ
発
生
す
る
か
分
か
り

ま
せ
ん
。
常
日
頃
よ
り
万
一
に
備
え

た
準
備
が
必
要
で
す
。
地
域
と
行
政

の
安
全
・
防
災
対
策
に
積
極
的
に
取

り
組
み
ま
す
。 

小倉  健一  

金子  保利  

議 会 か ら こ ん に ち は  2 0 1 9. 1 . 1  ⑤  

亀山  春夫  



      

①
政
友
み
ら
い 

②
馬
門
町
１
５
９
７ 

③(

23)

８
２
６
３ 

④
今
年
の
干
支
は
亥
で
あ
り
、
亥
年

生
ま
れ
の
方
の
性
格
は
、
人
間
関
係

を
重
視
し
、
人
を
大
切
に
し
て
い
る

暖
か
い
心
の
持
ち
主
で
、
努
力
家
と

の
こ
と
で
す
。
私
の
干
支
で
も
あ
り
、

性
格
を
十
分
発
揮
し
、
毎
日
を
活
動

し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

ま
た
、
亥
は
無
病
息
災
の
象
徴
で

も
あ
り
、
今
年
は
、
佐
野
市
民
一
人

一
人
が
も
っ
と
健
康
を
意
識
し
、
元

気
で
明
る
い
生
活
が
で
き
る
よ
う
に

努
力
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
お

り
ま
す
。
そ
の
た
め
の
推
進
に
も
更

に
力
を
注
い
で
ま
い
り
ま
す
。 

 

      

①
公
明
党
議
員
会 

②
奈
良
渕
町
６
７
０ 

③(

21)

２
８
５
１ 

④
人
口
減
少
時
代
を
迎
え
、
ま
た
、

経
済
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
よ
っ
て
人

の
国
際
移
動
が
更
に
活
発
化
傾
向
に

あ
り
ま
す
。
「
多
文
化
共
生
の
ま
ち

づ
く
り
」
（
国
籍
や
民
族
な
ど
異
な

る
人
が
互
い
の
文
化
的
な
違
い
を
認

め
合
い
、
対
等
な
関
係
を
築
こ
う
と

し
な
が
ら
共
に
生
き
て
い
く
こ
と
）

を
推
進
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
地
域

社
会
の
活
性
化
が
地
域
産
業
・
経
済

の
振
興
に
繋
が
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
今
後
は
、
地
域
住
民
の
異

文
化
理
解
力
と
異
文
化
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
力
の
向
上
が
重
要
と
考
え

ま
す
。 

      

①
新
風 

②
栃
本
町
２
３
３
１-

３ 

③(

62)

１
０
８
６ 

④
創
生
総
合
戦
略
の
も
と
に
限
ら
れ

た
人
口
の
中
で
、
人
を
奪
い
合
う
自

治
体
間
の
競
争
が
一
層
激
し
さ
を
ま

し
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
は
、
近

隣
自
治
体
同
士
が
そ
れ
ぞ
れ
の
強
み

を
活
か
し
、
補
完
し
合
う
共
生
の
ま

ち
づ
く
り
が
重
要
だ
と
考
え
ま
す
。 

今
年
は
、
男
女
共
同
参
画
に
関
す

る
国
内
最
大
級
の
大
会
で
あ
る
日
本

女
性
会
議
が
佐
野
市
で
開
催
さ
れ
ま

す
。
そ
こ
で
、
こ
の
大
会
を
契
機
に

近
隣
自
治
体
と
連
携
を
強
め
る
中
で
、

共
生
の
ま
ち
づ
く
り
の
意
義
を
深
め

広
げ
、
前
進
で
き
る
よ
う
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。 

小暮  博志  

若田部  治彦  

議 会 か ら こ ん に ち は  2 0 1 9. 1 . 1  ⑥  

横田  誠  



      

①
新
風 

②
赤
見
町
３
２
５
６ 

③(

25)

０
２
３
３ 

④
人
口
減
少
、
世
帯
数
増
加
、
核
家

族
化
が
進
行
し
、
少
子
高
齢
社
会
を

迎
え
、
子
育
て
支
援
整
備
の
推
進
と

し
て
待
機
児
童
の
解
消
を
目
指
す
と

と
も
に
、
高
質
な
雇
用
の
創
出
環
境

づ
く
り
、
そ
し
て
、
世
界
一
の
長
寿

国
と
な
っ
た
超
高
齢
社
会
の
充
実
を

目
指
し
、
明
る
く
豊
か
で
健
や
か
な

超
高
齢
社
会
の
実
現
を
目
指
し
、
生

き
が
い
づ
く
り
、
遊
び
場
づ
く
り
、

ふ
れ
あ
い
の
場
づ
く
り
、
健
康
寿
命

延
伸
の
環
境
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。 

  

      

①
蒼
生
会 

②
閑
馬
町
１
６
６
９ 

③(

65)

０
３
１
０ 

④
佐
野
市
の
産
業
振
興
、
特
に
中
山

間
地
域
の
再
興
を
働
き
か
け
〝
も
う

一
度
稼
げ
る
地
域
〟
農
山
村
復
興
に

対
し
て
建
設
的
な
提
案
・
提
言
を
し

て
ま
い
り
ま
す
。 

 
中
山
間
地
域
の
豊
か
な
自
然
と
食

文
化
を
最
大
限
に
活
用
し
、
地
方
を

活
性
化
さ
せ
る
こ
と
こ
そ
、
地
方
創

生
の
ス
タ
ー
ト
で
あ
り
、
我
々
議
員

の
使
命
で
も
あ
り
ま
す
。 

 

ま
た
、
国
、
県
、
市
と
連
携
し
て

減
災
対
策
に
取
り
組
み
、
危
険
箇
所

の
早
期
改
善
を
行
う
こ
と
で
市
民
サ

ー
ビ
ス
の
向
上
に
努
め
ま
す
。 

 

      

①
蒼
生
会 

②
越
名
町
３
１
３ 

③(

87)

４
１
１
５ 

④
新
し
い
年
と
地
域
環
境
に
合
っ
た

施
策
目
標
と
し
て
、
国
道

50
号
線
沿

線
開
発
の
促
進
と
市
内
主
要
幹
線
道

路
と
の
連
結
強
化
を
図
り
、
渡
良
瀬

川
架
橋
を
具
現
化
す
る
こ
と
に
よ
り
、

交
流
人
口
の
増
加
や
災
害
時
の
緊
急

輸
送
路
・
避
難
道
路
と
し
て
の
活
用

が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
近
年
の
集
中

豪
雨
等
の
異
常
気
象
に
も
対
応
で
き

る
一
級
河
川
及
び
準
用
河
川
の
整
備

強
化
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
更
に
、

特
別
支
援
学
校
に
通
う
子
ど
も
達
の

た
め
に
旧
船
津
川
小
学
校
等
、
閉
校

後
の
跡
地
有
効
利
用
を
提
案
致
し
ま

す
。 

田所  良夫  

久保  貴洋  

鈴木  靖宏  

議 会 か ら こ ん に ち は  2 0 1 9. 1 . 1  ⑦  



      

①
日
本
共
産
党
議
員
団 

②
富
岡
町
１
３
８-

２ 

③(

24)

２
７
３
８ 

④
新
年
を
迎
え
、
い
か
が
お
過
ご
し

で
す
か
。 

 

今
多
く
の
皆
さ
ん
が
、
災
害
や
く

ら
し
、
健
康
や
子
育
て
な
ど
で
不
安

を
感
じ
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
行
政
の
仕
事
は
「
市
民
の
安

心
」
の
た
め
に
全
力
を
尽
く
す
こ
と

で
す
。
「
市
民
が
納
め
た
税
金
は
、

市
民
の
た
め
に
使
う
」
こ
の
当
た
り

前
の
こ
と
を
、
私
は
議
会
の
た
び
に

求
め
て
き
ま
し
た
。 

 

明
る
い
陽
ざ
し
が
ふ
り
そ
そ
ぐ
温

か
い
日
の
よ
う
に
、
こ
の
街
に
住
ん

で
良
か
っ
た
と
い
え
る
市
政
を
ご
一

緒
に
つ
く
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。 

      

①
日
本
共
産
党
議
員
団 

②
会
沢
町
５
３
６-

１ 

③(

85)

３
６
８
７ 

④
景
気
は
回
復
傾
向
に
あ
る
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
が
、
本
当
に
そ
う
で
し

よ
う
か
。
私
た
ち
の
暮
ら
し
に
は
全

く
感
じ
ら
れ
ま
せ
ん
。
そ
の
上
年
金

は
減
り
続
け
、
更
に
、

10
月
か
ら
は

消
費
税
率
の
引
き
上
げ
が
行
わ
れ
、

ま
す
ま
す
日
々
の
暮
ら
し
が
大
変
に

な
り
ま
す
。
財
政
が
厳
し
い
と
い
わ

れ
ま
す
が
、
市
民
の
暮
ら
し
を
守
る

こ
と
は
自
治
体
と
し
て
の
役
割
で
す
。

限
ら
れ
た
財
源
で
い
か
に
し
て
市
民

の
た
め
の
市
政
に
取
り
組
む
か
が
問

わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
実
現
の
た
め

に
全
力
を
尽
く
し
ま
す
。 

 

      

①
政
友
み
ら
い 

②
葛
生
西
３-

１
２-

７ 

③(

85)

２
６
４
５ 

④
人
づ
く
り
・
夢
の
も
て
る
街
づ
く

り
・
心
の
通
い
合
え
る
街
・
社
会
づ

く
り
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
市
民
の
皆
様

と
共
に
活
動
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

 

第
２
次
総
合
計
画
が
策
定
さ
れ
ま

し
た
。
財
政
の
厳
し
い
な
か
住
み
よ

い
街
づ
く
り
の
推
進
を
図
る
と
と
も

に
、
中
山
間
地
域
の
活
性
化
に
取
り

組
み
ま
す
。
地
の
利
を
活
か
し
た
企

業
の
誘
致
、
産
み
子
育
て
で
き
る
事

業
の
支
援
、
教
育
環
境
の
整
備
、
福

祉
・
医
療
体
制
の
確
立
を
推
進
し
て

安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
住
み
た

く
な
る
環
境
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。 

 

岡村  恵子  

鶴見  義明  

議 会 か ら こ ん に ち は  2 0 1 9. 1 . 1  ⑧  

山菅  直己  



      

①
政
友
み
ら
い 

②
下
羽
田
町
１
０
３
１-
３ 

③(

22)

６
０
１
７ 

④
今
世
界
は
保
護
主
義
、
戦
略
的
覇

権
主
義
を
主
張
す
る
大
国
に
翻
弄
さ

れ
、
国
際
的
環
境
が
危
惧
さ
れ
て
お

り
ま
す
。
日
本
に
お
い
て
は
少
子
高

齢
化
が
進
展
し
、
大
都
市
と
地
方
の

格
差
解
消
に
苦
慮
し
て
お
り
ま
す
。 

 

佐
野
市
も
第
２
次
総
合
計
画
・
前

期
基
本
計
画
を
策
定
し
、
市
民
の
安

全
・
安
心
を
最
重
要
課
題
と
し
、
更

に
県
南
の
中
核
市
を
目
途
に
限
ら
れ

た
財
源
確
保
と
財
政
運
営
を
全
市
内

配
分
と
す
る
中
、
選
択
と
集
中
に
よ

る
持
続
可
能
な
市
政
運
営
で
、
未
来

に
希
望
の
持
て
る
佐
野
市
づ
く
り
を

頑
張
り
ま
す
。 

      

①
新
風 

②
赤
坂
町
６
５-

４ 

③(

24)

０
３
７
４ 

④
去
り
行
く
平
成
の
時
代
は
、
景
気

低
迷
に
憂
い
、
更
に
少
子
高
齢
化
に

よ
る
労
働
力
人
口
減
少
に
よ
る
財
政

へ
の
影
響
が
不
安
視
さ
れ
つ
つ
あ
り

ま
す
。
本
市
は
、
定
住
促
進
に
軸
足

を
置
き
、
雇
用
の
場
、
子
育
て
等
の

職
住
及
び
教
育
環
境
の
充
実
を
目
指

し
て
い
ま
す
。
議
会
は
、
全
て
を
公

開
、
報
告
会
を
催
し
皆
様
と
次
代
に

向
け
研
鑽
に
努
め
て
い
ま
す
。
気
候

変
動
に
よ
る
災
害
の
多
発
化
や
ロ
ボ

ッ
ト
技
術
等
の
進
化
は
、
今
後
、
私

達
に
大
き
く
影
響
す
る
も
の
と
思
わ

れ
ま
す
。
新
元
号
の
次
代
、
確
固
た

る
佐
野
市
を
築
き
ま
す
。 

      

①
蒼
生
会 

②
堀
米
町
８
１-

７ 

③(

22)

８
５
２
３ 

④
急
速
に
進
む
人
口
減
少
、
少
子
高

齢
社
会
。
全
世
界
で
起
き
た
天
変
地

異
。
日
本
も
猛
暑
、
豪
雨
、
多
く
の

台
風
、
地
震
の
発
生
で
安
全
に
対
す

る
不
安
意
識
が
高
ま
る
な
ど
、
大
き

く
変
わ
る
社
会
環
境
に
対
応
し
、
次

世
代
に
誇
り
を
も
っ
て
繋
い
で
い
く

社
会
を
つ
く
る
た
め
、
若
い
世
代
の

希
望
を
叶
え
る
結
婚
・
出
産
・
子
育

て
環
境
の
創
造
。
未
来
を
拓
く
地
域

教
育
の
再
生
。
産
業
振
興
に
よ
る
新

た
な
雇
用
の
創
出
。
人
材
の
定
着
・

還
流
・
移
住
の
推
進
を
図
り
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
よ
う
全
力
投
球
致
し
ま

す
。 

篠原  一世  

春山  敏明  

議 会 か ら こ ん に ち は  2 0 1 9. 1 . 1  ⑨  

飯田  昌弘  



      

①
蒼
生
会 

②
仙
波
町
２
８
４
５ 

③(

85)

３
０
５
４ 

④
市
議
会
の
役
割
は
地
方
創
生
時
代

到
来
の
中
、
行
政
チ
ェ
ッ
ク
機
能
だ

け
で
は
な
く
、
政
策
提
言
や
、
情
報

発
信
に
よ
り
市
民
の
皆
様
の
負
託
に

応
え
る
こ
と
が
重
要
で
す
。 

自
然
災
害
を
減
少
さ
せ
る
森
林
環

境
の
保
全
、
少
子
化
に
も
対
応
す
る

義
務
教
育
校
の
新
設
と
教
育
の
充
実
、

市
民
病
院
の
民
間
譲
渡
に
よ
る
地
域

医
療
の
充
実
と
継
続
、
増
え
続
け
る

鳥
獣
と
被
害
防
止
対
策
の
更
な
る
強

化
、
空
き
家
対
策
に
よ
る
移
住
・
定

住
の
促
進
、
中
山
間
地
域
の
活
性
化

な
ど
、
安
全
・
安
心
の
街
づ
く
り
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。 

    

高橋  功  

※表紙絵は笹川むもん氏の作品です。  

笹川むもん (育也 )氏のプロフィール  
 

    PROFILE 

1954 栃木県佐野市に生まれ 

1972 三代目加茂蕃山に師事(富山県南砺市井波) 

1979 日展初出品初入選 以後連続15回入選～’94まで出品 

1984～86 日彫展 奨励賞連続３回受賞 

1986 富山県美術展 県展大賞 

1987 日彫展 日彫賞 

1993 ポーランド石彫ワークショップ招待(グダニスク)  

1997 第26回現代日本美術展 佳作賞 

   マロニエ文化賞 

1999 第14回国民文化祭･ぎふ彫刻コンクール 文部大臣賞 

2001 木彫展とミクストメディア展(佐野市文化会館) 

2002 砺波市美術館 第５回至高の精神展「興廃風雅」 

2003 トリエンナーレ2003神通峡美術展 大賞 

2006 となみの美術展2006 となみの美術大賞 

第45回アートナウKANAZAWA 中日大賞展グランプリ 

2007 全国木彫刻コンクール 国際木彫刻キャンプ賞 

2010 砺波市主催  笹川むもん彫刻展「ＭＵＭＯＮＩＳＭ！」 

2013 佐野市主催  笹川むもん彫刻展(佐野市未来館) 

2017 全国木彫刻コンクール 準大賞 

東京国立博物館所蔵重文 エラスムス立像 複製制作 

その他個展多数 

現住所：富山県南砺市井波2514-2 

議 会 か ら こ ん に ち は  2 0 1 9. 1 . 1  ⑩  

議員は、公職選挙法の規定

により、選挙区内の方に年賀

状等のあいさつ状（答礼のた

めの自筆によるものを除きま

す）を出すことは禁止されて

います。 

 皆様のご理解をお願いいた

します。 

佐野ブランドキャラクター さのまる 



 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

【
編
集
委
員
会
】 

委
員
長 

川
嶋
嘉
一 

委 

員 

横
田 

誠 

委 

員 

菅
原 

達 

委 

員 

亀
山
春
夫 

委 

員 

久
保
貴
洋 

   
 

平
成

３１
年
の
新
春
を
迎

え
ま
し
た
が
、
平
成
も
残 

り
数
ヶ
月
と
な
り
ま
し
た
。 

地
方
創
生
の
時
代
を
迎

え
、
議
員
活
動
は
、
市
民 

と
行
政
と
の
協
働
に
お
け

る
架
け
橋
と
し
て
の
役
割

が
ま
す
ま
す
増
大
し
て
い

ま
す
。 

各
議
員
の
念
頭
の
決
意

に
は
、
佐
野
市
の
発
展
に 

対
し
て
並
々
な
ら
ぬ
情
熱

が
感
じ
ら
れ
ま
す
。
市
民 

の
皆
様
の
声
を
謙
虚
に
取

り
入
れ
な
が
ら
、
議
員
活 

動
に
精
進
す
る
と
と
も
に
、

今
後
も
、
わ
か
り
や
す
い 

市
議
会
だ
よ
り
、「
議
会
か

ら
こ
ん
に
ち
は
」
の
発
行 

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。 

（
川
嶋
記
） 

議会からこんにちは 2019.1.1 ⑪ 

ク
リ
ッ
ク 

編 

集 

後 

記 

佐野市議会事務局 電話：0283-20-3036 ファックス：0283-21-4411 

         電子メール：gikai@city.sano.lg.jp 


